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UNFCCC（気候変動に関する国際連合枠組条約）のホームページより、「国連の気候変動対策
まとめ」サイト 



Momentum for Change は国連が提言している合い言葉。気候変動とともに経済、社会、環境
へむけた挑戦にむけたイノベーションと革新的な変化を意味し、地球をよくしていこうと呼びかけている。 



このまま対策できないと、4.5℃の気温上昇が予想される。NDC（国毎の削減目標）が達成できた
としても、2℃目標には至らない。パリ協定で規定されている定期的なラチェット メカニズム 
により、さらに上積みしたCO2削減が必要である。  （出典） ClimateScoreborad.org 

何もしない場合 
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2℃を越える気温上昇を避けるためには、現状のCO2排出を急激に低下させ、2050年までにはゼロ
エミッションにする必要がある。 （出典） Global Carbon Project 



Ms. Christiana Figueres 

「（日本の人々は）石炭へ投資するような
ことを止めてほしい。もう地球には石炭は使
うキャパシティがない。立派な先輩をたたえて、
引退していただくような気持ちで止めてもらい
たい。」 

「石炭はもう経済的にも有利ではない、とい
うのも再生可能エネルギーなどは安全で、独
立したエネルギー源になっている。発展途上
国の石炭資源開発におカネを投資するとい
うようなことを一切止めるという態度を世界
に示してほしい」 

クリスティアーナ フィゲレス氏、コスタリカ出身の外交官。2010年より、UNFCCC（気候変動に関す
る国際連合枠組条約）事務局長。2015年に開催されたCOP21のパリ協定の歴史的な合意に導
く。 



建物でのエネルギー消費、建設に投入されるエネルギーを合わせると、 
地球で使うエネルギーの約1/3、地球で排出する約1/4の温室効果ガス。 
しかも人口に伴い床面積が増え、発展途上国での生活改善によるエネルギー消費増が見込まれる。 



GABC(Global Alliance for Building and Construction, 事務局は国連環境計画UNEP)
の刊行物、世界の現状をまとめた「Global Status Report」と、これから脱炭素にむけたロードマップ
をまとめた「Global Roadmap」は本分野の理解に必須のテキスト。 



「Global Status Report」より、ご紹介。2014年建物で使われた122 エクサジュール(1018J) の 
エネルギーは地球で消費されたエネルギーの30%にあたり、1990年比で35%も増大。 



「Global Roadmap」より、ご紹介。現状世界での建物から排出されるCO2のScope 1,2,3の内
訳。このままだと、気温は6℃上昇。1. ゼロエネ住宅の新築、2. 徹底的な改修、3. 低炭素なエネ
ルギー供給、4. 低炭素な建材の利用などで2℃目標に近づける必要がある。 

3. 低炭素なエネルギー供給 
4. 低炭素な建材の利用 

＜2℃を実現するため 
 建物に求められること＞ 
1. ゼロエネ住宅の新築 
2. 徹底的な改修 



2015年のGABCの立ち上げの時から積水ハウスはメンバー。なお、日本からの参加団体は、東京都
様と、積水ハウスのみ。定期的なネット ミーティング、調査依頼に対する提出物など活動に協力。 



2016年 モロッコのマラケシュで開催されたCOP22の Cities and Human Settlements のセッ
ションにおいて、工業化住宅の効率的な生産により、ゼロ・エネルギー・ハウスを大量導入した状況を
石田建一（積水ハウス 常務執行役員 環境推進部長）が報告。 



2017年 ドイツのボンで開催されたCOP23の Transforming markets for building deliver 
against SDGs 11, 7 and 13の閣僚級セッションにおいて、なぜ積水ハウスがゼロ・エネルギー・ハ
ウスの大量導入を実現できたかについて伊久哲夫（積水ハウス 副社長）が報告。 
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エネルギー問題 

廃棄物削減 

積水ハウスの事業モチベーション 『住まいから社会を変える』 
住まいは社会の中心だから、住まいから社会問題を解決 



積水ハウスは何を提供いるのか？ 

健康･快適・安全・安心が必要 

幸せな人生 
家を売っているのでは無い 

地球環境が正常でなければ 
幸せな人生は送れない 
このため積水ハウスは 

気候変動対策に積極的に取り組んでいます 



2050年ビジョン「脱炭素宣言」 
2050年までに住まいをライフサイクルCO2ゼロにする 

脱炭素化 

「グリーン ファースト」 販売開始 
生活時のCO2を50％以上削減 

COP21において、GABC 
（建築・建設部門におけるグ
ローバルアライアンス）に加盟 ZEH比率  

74％ 達成 

「グリーン ファースト ゼロ」 
販売開始 
生活時のカーボン ニュートラル 

パリ協定遵守宣言 
2030年までに既存住宅も含む住まいからのCO2排出を40％削減 

RE100イニシアチブに加盟 
事業用の電力を全て2040年までに再生可能エネルギーとする 

2050年 脱炭素化に向けた積水ハウスの取り組み 



①Dow Jones Sustainability Indices(DJSI)で 
  World Index, Industry Leader, Asia Pacific Index に選定 
②「RobecoSAM Sustainability Award 2017 ゴールドクラス」
（2年連続、ゴールドクラスは日本で3社） 

③GPIFの選ぶ3つのESG指数全てに採用（建設業では3社） 
④日本経済新聞「第20回環境経営度調査」において、 
  全指標最高評価で建設業首位を獲得 
⑤日経BP社「環境ブランド調査」11位 
⑥平成28年度「地球温暖化防止活動環境大臣表彰」 
  「グリーンファースト ゼロ」の推進が受賞 
⑦第26回地球環境大賞 経済産業大臣賞 
⑧Green Solution Awards 2017、Sustainable City Grand 

Prizeの部門において世界2位 
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環境貢献活動の積水ハウスの社外評価 



積水ハウスが関わるCO2排出量の内訳、大部分を97.5% スコープ３がしめる。特に居住時への取
り組み、要するに省CO2な住まいの提供が重要。 (出典) 積水ハウス サステナビリティ レポート 
2017  p. 65 マテリアルバランス（事業活動の環境負荷の把握）より 

積水ハウスのスコープ１，２，３ 



デザイン性と省エネは重要 

窓も大きく、自然の力を利用して、明るく快適な住まい 

冷暖房・給湯・照明など 
によるエネルギー消費 

0 100 
標準的な 
住宅 

創エネで削減 省エネで削減 ZEH 0 
一次エネルギー 
消費量 

「ゼロエネルギー住宅」の考え方 

26,710 棟 
ZEH累積棟数（世界最多）        

74% 
2016年新築戸建て 
住宅における 

ZEH比率 

100,000t 
これまでに供給した 

ZEHによる年間 
CO2削減量 

 

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス 
「グリーンファースト ゼロ」 2013年販売開始 



気候変動対策に大きく貢献！ 

積水ハウスの新築戸建住宅のCO2排出は、 
1990年比で既に８割削減！ 
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積水ハウス 10/20 ニュースレター  



気候変動リスクと社会の変化を正しく認識し、世界が向かって
いる方向に沿って変革を加速する必要がある。この中で住宅
の果たせる役割りは小さくない。 
 

工業化住宅が先進的な日本においてさえ、ZEH比率は未だ
8.5％でしかない。さらに増やすために国の継続的なサポート
が必要。この観点から、積水ハウスは、健康で快適に生活し
ながらエネルギー使用ゼロを目指すZEHの普及を率先して進
めており、今後も真摯に取組みを進めて参ります。 
 

気候変動対策の分野において日本の存在感がない。気候変
動対策にむけた企業の積極的な取り組みも求められている。
「RE100」への参加をはじめとする世界の潮流を意識し、サプ
ライチェーンから外されないようにする必要がある。 

まとめ 



ご清聴ありがとうございました 
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